
河 川 関 係



赤
谷

川

乙
石

川

■
筑

後
川

水
系

赤
谷

川
特

定
緊

急
砂

防
事

業
（
朝

倉
市

）
○

平
成

２
９

年
７

月
の

九
州

北
部

豪
雨

を
踏

ま
え

、
土

砂
災

害
に

よ
る

被
害

を
防

止
・
軽

減
す

る
た

め
に

筑
後

川
水

系
赤

谷
川

に
お

い
て

緊
急

か
つ

集
中

的
に

砂
防

堰
堤

等
の

整
備

を
実

施
中

で
あ

り
、

補
正

予
算

に
て

赤
谷

川
砂

防
施

設
群

の
整

備
を

推
進

す
る

。

河
川

－
１

【
防

災
・
減

災
・
国

土
強

靱
化

の
推

進
な

ど
安

全
・
安

心
の

確
保

】筑
後

川
水

系
赤

谷
川

特
定

緊
急

砂
防

事
業

【
直

轄
】

ち
く

ご
が

わ あ
さ

く
ら

し

あ
か

た
に

が
わ

崩
壊

箇
所

集
中

豪
雨

よ
る

流
木

災
害

（
平

成
2
9年

7
月

）

乙
石

川

乙
石

川
上

流
斜

面
崩

壊
状

況
乙

石
川

流
木

被
害

発
生

状
況

集
中

豪
雨

よ
る

土
砂

災
害

（
平

成
2
9年

7
月

）

令
和

２
年

度
補

正
実

施
内

容
：
砂

防
堰

堤
工

等
事

業
費

：
４

０
０

百
万

円

筑
後

川

赤
谷

川

令
和

２
年

度
整

備
箇

所

小
河

内
川

汐
井

谷
川

乙
石

川
赤

谷
川

山
腹

崩
壊

・
被

災
状

況

位
置

図
筑

後
川

水
系

赤
谷

川
特

定
緊

急
砂

防
事

業

福
岡

県

大
分

県

熊
本

県

佐
賀

県

筑 後 川

流
木

捕
捉

効
果

の
高

い
透

過
型

砂
防

堰
堤

イ
メ

ー
ジ

赤
谷

川
砂
防
施

設
群

あ
か

た
に

が
わ
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■
令
和
元
年
８
月
豪

雨
で
は
、
六
角
川
水

系
牛
津
川
で
観
測
史

上
最
高
水
位
を
記
録

し
、
堤
防
か
ら
の
越

水
、
支
川
や
水
路
か

ら
の
氾
濫
に

よ
り

、
六

角
川

水
系

に
お

い
て

甚
大

な
被

害
が

発
生

。

■
本

事
業

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
六

角
川

水
系

に
お

い
て

浸
水

被
害

軽
減

を
図

る
。

【
防

災
・
減

災
・
国

土
強

靱
化

の
推

進
な

ど
安

全
・
安

心
の

確
保

】六
角

川
・
牛

津
川

河
川

激
甚

災
害

対
策

特
別

緊
急

事
業

【
直

轄
】

河
川

－
２

写
真

①
牛

津
川

越
水

状
況

写
真

②
小

城
市

街
地

浸
水

状
況

写
真

③
大

町
町

被
害

状
況

遊
水

地

写
真

②
 

六
角

川
洪

水
調

整
池

(事
業

中
)

牟
田

辺
遊

水
地

(既
設

)

河
川

激
甚

災
害

対
策

特
別

緊
急

事
業

（
国

）

河
川

激
甚

災
害

対
策

特
別

緊
急

事
業

（
県

）

※
国

交
省

・
佐

賀
県

調
べ

（
令

和
元

年
９

月
３

０
日

時
点

）

令
和

元
年
8月

洪
水

家 屋

床
上

浸
水

1,
13

2戸

床
下

浸
水

1,
80

4戸

合
計

2,
93

6戸

浸
水

面
積

約
6,

90
0h

a

ろ
っ

か
く

う
し

づ

事
業

費
：

3
0
0
百

万
円

（
直

轄
）

 
写

真
④

写
真

④
武

雄
市

被
害

状
況

事
業

費
：

8
2
6
百

万
円

（
補

助
）

【
防

災
・
減

災
・
国

土
強

靱
化

の
推

進
な

ど
安

全
・
安

心
の

確
保

】武
雄

川
・
広

田
川

・
山

犬
原

川
河

川
激

甚
災

害
対

策
特

別
緊

急
事

業
【
補

助
】

た
け

お
ひ

ろ
た

や
ま

い
ぬ

ば
る

※
六

角
川

水
系

に
お

け
る

河
川

激
甚

災
害

対
策

特
別

緊
急

事
業

の
令

和
２

年
度

補
正

予
算

の
事

業
費

を
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

（
広

田
川

）
排

水
機

場

（
武

雄
川

）
河

道
掘

削
･築

堤
等

（
山

犬
原

川
）

河
道

掘
削

､護
岸

等
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■
郡

川
水

系
郡

川
大

規
模

特
定

河
川

事
業

（
大

村
市

）

〇
郡
川
水
系
郡
川
は

、
昭
和
5
1
年
9
月
の

台
風
に
よ
り
、
床
上

浸
水
3
8
9
戸
、
床
下

浸
水
1
,
6
4
0
戸
等
の

甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
。
こ
の
た
め
、

大
規
模
特
定
河
川
事

業
に
よ
り
、
橋
梁
架

替
を
集
中
的
に
実
施

し
、
早
期
に
地
域
の

安
全
性
の
向
上
を
図

る
。

【
防

災
・
減

災
・
国

土
強

靱
化

の
推

進
な

ど
安

全
・
安

心
の

確
保

】郡
川

水
系

郡
川

大
規

模
特

定
河

川
事

業
【
補

助
】

河
川

－
３

こ
お

り
が

わ
こ

お
り

が
わ

継
続

被
害
概
要

昭
和

5
1
年

9
月

(
台

風
)

床
上

浸
水

：
3
8
9
戸

床
下
浸
水
：
1
,
6
4
0
戸

家
屋

の
全

半
壊

：
8
2
戸

死
者

：
4
名

田
畑

冠
水

等

JR
橋

梁
架

替

平
面
図

事
業

費
：

4
9
2
百

万
円

大
村

市

大
村

市

郡
川

位
置
図

実
施
状
況

▽
H

W
L

橋
長

L
=
6
9.

0
m

事
業
実
施
の
イ
メ
ー
ジ

地
理
院
地
図
（
20
14
撮
影
）

■
令

和
２

年
度

3
次

補
正

仮
線

設
置

、
旧

橋
撤

去
等

長
崎

県

3



■
令
和
２
年
７
月
豪

雨
で
は
記
録
的
な
降

雨
と
な
り
、
球
磨
川

流
域
で
は
観
測
開
始

以
来
最
高
の
雨
量
・

水
位
を
記
録
し
、
河

川
の
氾
濫
等

に
よ

り
、

家
屋

の
流

出
な

ど
甚

大
な

被
害

を
受

け
た

。

■
球
磨
川
水
系
に
お

い
て
浸
水
被
害
の
軽

減
を
図
る
た
め
に
、

令
和
２
年
度
補
正
予

算
に
て
河
道
掘
削
等

を
実
施
。

【
防

災
・
減

災
・
国

土
強

靱
化

の
推

進
な

ど
安

全
・
安

心
の

確
保

】球
磨

川
大

規
模

災
害

関
連

事
業

【
直

轄
】

河
川

－
４

事
業

費
：

4
,
7
5
9
百

万
円

※
球

磨
川

水
系

に
お

け
る

大
規

模
災

害
関

連
事

業
の

令
和

２
年

度
補

正
予

算
の

事
業

費
を

記
載

し
て

お
り

ま
す

。

▲
球
磨
川
（5

8
.0
k
付
近
）に

お
け
る
浸
水
被
害
状
況
（人

吉
市
）

▲
球
磨
川
5
6
.4
k
の
堤
防
決
壊
状
況
（
人
吉
市
）

球
磨

川

▲
球
磨
川
（5

2
.0
k
付
近
）に

お
け
る
護
岸
の
被
害
状
況
（球

磨
郡
球
磨
村
）

▲
球
磨
川
（6

1
.4
k
付
近
）右

岸
の
人
吉
市
の
浸
水
被
害
状
況

球
磨

川

球
磨

川

万
江

川

浸
⽔

⾯
積

(h
a)

浸
⽔

⼾
数

（
⼾

）
約

51
8

4,
68

1

約
29

0
約

28
0

（
柳

瀬
橋

下
流

）
約

90
約

26
0

（
柳

瀬
橋

上
流

）
約

13
0

約
17

0

約
70

約
29

0

約
25

約
52

0

約
20

約
4

約
5

約
70

約
1,

15
0

約
6,

28
0

あ
さ

ぎ
り

町

芦
北

町

合
 

計

市
町

村
名

⼈
吉

市

錦
町

相
良

村

球
磨

村

⼋
代

市

※
:浸

水
面

積
、

戸
数

に
つ

い
て

は
、

切
り

上
げ

等
に

よ
り

合
計

と
合

わ
な

い
。

※

令
和

２
年

７
月

豪
雨

【
被

害
状

況
】
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【
防

災
・
減

災
・
国

土
強

靱
化

の
推

進
な

ど
安

全
・
安

心
の

確
保

】竹
田

水
害

緊
急

治
水

ダ
ム

建
設

事
業

（
玉

来
ダ

ム
）
【
補

助
】

河
川

－
５

た
ま

ら
い

た
け

た

■
事

業
概

要

○
場

所
（
右

岸
）
大

分
県

竹
田

市
志

土
知

（
左

岸
）
大

分
県

竹
田

市
川

床
（
大

野
川

水
系

玉
来

川
）

○
目

的
洪

水
調

節
（
玉

来
川

の
洪

水
被

害
軽

減
）

○
諸

元
堤

高
；
約

5
2
ｍ

総
貯

水
容

量
；
約

4
,0

9
0
千

m
3

○
経

緯
平

成
3
年

度
建

設
事

業
着

手

○
事

業
効

果
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

を
行

い
、

玉
来

ダ
ム

下
流

域
の

治
水

安
全

度
の

向
上

を
図

る
。

◆
洪

水
被

害
軽

減
を

図
る

洪
水

調
節

専
用

の
ダ

ム

堆
砂

容
量

9
0
,0

0
0
m

3

洪水調節容量
4,000,000m3

総貯水容量
4,090,000m3

ダム高= 52 m

《
玉

来
ダ

ム
標

準
断

面
図

》

《
ダ

ム
下

流
面

図
》

堤
頂

長
=
約

1
4
5
m

《
玉

来
ダ

ム
完

成
イ

メ
ー

ジ
》

た
け

た
し

し
と

ち

か
わ

と
こ

位
置

図

玉
来

ダ
ム

事
業

箇
所

の
状

況
（
R

3
.1

撮
影

）

事
業
費
(
共
同
費
)
：

1
,
7
0
0
百
万
円

大
分

県

■
令

和
２

年
度

3
次

補
正

貯
水

池
内

工
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河
川

－
６

【
防

災
・
減

災
・
国

土
強

靱
化

の
推

進
な

ど
安

全
・
安

心
の

確
保

】宮
崎

海
岸

直
轄

海
岸

保
全

施
設

整
備

事
業

【
直

轄
】

み
や

ざ
き

か
い

が
ん

※
養

浜
：

海
岸
に

人
工

的
に
砂

を
投
入

し
、

砂
浜

を
養

う
こ

と
。

令
和

２
年

度
補

正
実

施
内

容
：
養

浜
事

業
費

：
10

0百
万

円

令
和

２
年

度
当

初
迄

令
和

２
年

度
補

正

令
和

３
年

度
以

降

 

レレ
スス

トト ハハ
ウウ

スス
  

昭
和
６
０
年
撮
影
 

成
２
０
年
撮
影
 

砂砂
浜浜

がが
消消

失失
  

レレ
スス

トト ハハ
ウウ

スス
  

平
成

２
０

年
撮

影

長
期

的
な

地
形

変
化

約
40
m

昭
和

６
０
年

撮
影

■
宮

崎
海

岸
直

轄
海

岸
保

全
施

設
整

備
事

業
（
宮

崎
市

）
○

宮
崎

海
岸

は
約

５
０

年
間

で
平

均
約

６
５

ｍ
（
最

大
９

４
ｍ

）
の

砂
浜

が
侵

食
さ

れ
、

一
ツ

葉
有

料
道

路
目

前
ま

で
浜

崖
が

迫
っ

て
お

り
、

人
家

や
重

要
幹

線
道

路
へ

の
越

波
な

ど
、

地
域

経
済

へ
の

影
響

は
甚

大
と

な
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
○

波
浪

に
よ

る
侵

食
防

止
対

策
と

し
て

、
関

係
機

関
と

連
携

し
、

海
岸

保
全

施
設

の
整

備
を

実
施

中
で

あ
り

、
令

和
2
年

度
補

正
予

算
に

て
、

河
川

事
業

と
連

携
し

た
川

砂
・
川

砂
利

養
浜

に
よ

り
、

令
和

2
年

台
風

1
0
号

,1
4
号

等
の

波
浪

に
よ

り
特

に
侵

食
が

著
し

か
っ

た
住

吉
海

岸
地

区
埋

設
護

岸
区

間
の

地
形

回
復

を
実

施
す

る
。

宮
崎
海
岸

宮
崎
県

位
置
図
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天
辰

第
二

地
区

ま
ち

づ
く
り

一
体

型
引

堤
事

業
・
天

辰
第

二
地

区
引

堤
防

（
国

）
L=

1.
3k

m
・
区

画
整

理
事

業
（
市

）
・
都

市
計

画
道

路
（
市

）

【
令

和
２

年
度

完
成

予
定

】
大

小
路

地
区

ま
ち

づ
く
り

一
体

型
引

堤
事

業
・
大

小
路

地
区

引
堤

防
（
国

）
L=

1.
5k

m
・
都

市
計

画
道

路
（
市

）

川
内

川

天
辰

第
一

地
区

【
防

災
・
減

災
・
国

土
強

靱
化

の
推

進
な

ど
安

全
・
安

心
の

確
保

】天
辰

第
二

地
区

ま
ち

づ
く
り

一
体

型
引

堤
事

業
【
直

轄
】

河
川

－
７

湧
水

町

さ
つ

ま
町

薩
摩

川
内

市

え
び

の
市

←
川

内
川

川
内

川
水

系
位

置
図

伊
佐

市

位
置

図

鹿
児

島
県

宮
崎

県

事
業

箇
所

■
川
内
川
流
域
の
下

流
部
に
位
置
す
る
薩

摩
川
内
市
は
、
昭
和

４
０
年
代
の
洪
水
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
、
過
去
か
ら
薩

摩
川
内
市
の

土
地

区
画

整
理

事
業

と
一

体
と

な
っ

た
引

堤
等

の
整

備
を

実
施

。

■
天
辰
第
二
地
区
に

お
い
て
は
、
令
和
２

年
度
よ
り
引
堤
工
事

に
着
手
し
て
お
り
、

引
堤
を
行
う
こ
と
で

流
下
能
力
を
向
上
さ

せ
、
治
水
安

全
度

向
上

を
図

る
。

あ
ま

た
つ

あ
ま

た
つ

事
業

費
：

4
,
3
2
0
百

万
円

※
川

内
川

水
系

に
お

け
る

直
轄

河
川

改
修

事
業

の
令

和
２

年
度

補
正

予
算

の
事

業
費

を
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

横
断

図
（
イ

メ
ー

ジ
）

▽
計

画
高

水
位
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